
一
宮
町
臨
時
議
会 

長
生
村
離
脱
後
も
合
併
協
議
を
継
続
す
る
か
否
か
を
審
議 

 

８
月
２
０
日
、
一
宮
町
臨
時
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
長
生
村
が
合
併
協
議
会
か
ら
離
脱
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
従
来
の
協
議
会
の
規
約
を
１
市
６
町
村
か
ら
１
市
５
町
の
枠
組
み
へ
と
改

め
る
た
め
に
、「
合
併
協
議
会
規
約
の
変
更
」
に
関
す
る
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
議
会

は
合
併
協
議
継
続
ま
た
は
離
脱
に
つ
い
て
の
決
断
を
迫
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

町
議
会
始
ま
っ
て
以
来
の
多
数
の
傍
聴
者 

 

傍
聴
席
の
定
員
は
３
０
名
で
す
が
、
傍
聴
席
に
入
り
き
ら
ず
、
廊
下
で
議
会
の
模
様
を
構
内

放
送
で
聞
き
入
る
方
も
多
数
お
ら
れ
ま
し
た
。
署
名
を
く
だ
さ
っ
た
４
，
６
４
０
名
（
追
加
分

を
加
え
る
と

４
，
６
６
９
名
）
を
は
じ
め
と
す
る
大
勢
の
町
民
が
、
今
回
の
合
併
問
題
を

真
剣
に
考
え
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

《 

採
決
の
結
果 

》 

 

賛
成 

７
名 

（
小
関
国
男
議
員
・
志
田
延
子
議
員
・
高
梨
邦
俊
議
員
・
中
村
新
一
郎
議
員
・ 

 
 

 
 

萩
原
一
美
議
員
・
緑
川
弘
行
議
員
・
室
川
常
夫
議
員
） 

 

反
対 

８
名 

（ 

場
博
敏
議
員
・
井
桁
太
喜
一
郎
議
員
・
石
野
以
和
夫
議
員
・
三
枝
満
州
雄
議
員
・ 

 
 

 
 

鶴
岡
巖
議
員
・
拳
重
悦
議
員
・
森
佐
衛
議
員
・
吉
野
繁
徳
議
員
）《
五
十
音
順
》 

 
 

※
島
崎
保
幸
議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い
た
め
１
５
人
で
採
決 

 

賛
成
７
対

反
対
８
で
、
今
回
の
議
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

         

「
住
民
に
も
充
分
考
え
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
い
う
町
民
の
思
い
を
、
多
く
の
議
員
さ
ん
が
受
け

と
め
て
、
今
回
の
性
急
な
合
併
協
議
の
継
続
に
反
対
の
意
思
を
表
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
、
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お
礼
を 

 

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

※
８
月
２
６
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
町
に
よ
る
住
民
説
明
会
は
、
こ
の

議
決
を
受
け
て
中
止
さ
れ
ま
し
た
。 

みんなで考えよう 一宮の未来! 

住民の意思を尊重しない性急な合併から、一宮町は離脱しました。
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反
対
討
論
を
さ
れ
た 

重
悦
議
員
の
討
論
要
旨 

「
住
民
説
明
会
を
開
い
て
充
分
に
議
論
し
、
住
民
の
理
解
を
得
た
上
で
、
合
併
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
住
民
投
票
を
求
め
る
４
，
６
４
０
名
の
署
名
を
、
議
員
も
重
く

受
け
と
め
る
べ
き
で
あ
る
。
急
い
で
合
併
す
る
よ
り
も
、
住
民
と
充
分
に
協
議
し
、

共
に
納
得
し
た
上
で
合
併
に
進
む
べ
き
だ
と
考
え
る
の
で
、
今
回
の
提
案
に
は
反
対

す
る
。
」（
傍
聴
者
の
記
録
よ
り
） 

火禾 

拳



 さる 8 月 21 日、白子町臨時議会でも１市５町で合併協議を継続するか否かが

審議されました。そこで、宗島慶明議員より、白子町合併問題調査特別委員会の

「１市５町への協議会規約変更は否決すべきである。」との報告がなされ、採決

の結果、賛成１３反対１で、同規約改正案は否決されました。 

（以下は、同特別委員会報告の全文です。） 

 

＜新聞報道から＞ 

一宮が長生合併離脱へ 町議会が協議継続を否決 
 長生郡市法定合併協議会を構成する自治体のうち、新たに一宮町が離脱する見通しとなった。長生村が同協議会か

らの離脱を表明したのに続き、同町が２０日の臨時議会で「残る１市５町で協議を継続する」とする協議会規約改正

案を７対８の反対多数で否決したもの。（中略）この日の議案否決について、協議会で会長代行を務める同町の近藤

直町長は「議員たちは自分の身分保障を優先したということだろう」と議会の対応を批判。その上で「半年間の協議

が何だったのかと思うと住民に申し訳ない」と語った。（後略）（2007 年 8 月 21 日 読売新聞） 

合併協規約変更 一宮町議会が否決  
 長生郡市（１市６町村）の合併問題で、長生村が離脱したのを受けて１市５町の新たな枠組みの協議会規約の変更

を求めた臨時議会が２０日、白子町をのぞく５市町でそれぞれ開かれたが、一宮町議会で反対多数で否決するなど足

下から揺らいできた。長生村の離脱に追随する動きも予想され、合併が頓挫する可能性が高まっている。（中略）議

員の中には「第２ステージでも合併が成立しなのなら税金の無駄遣いで、解散すべきだ」とした異論も出ており、２

２日開催予定の法定協も危ぶまれている。（2007 年 8 月 21 日 産経新聞） 

長生郡市合併協、一宮・白子離脱へ 
 長生郡市合併協議会から新たに一宮町、白子町が離脱する見通しとなった。７市町村一体の合併をめざして４月に

スタートした協議会はすでに長生村が離脱。茂原市と５町で２０日、２１日に開いた臨時議会で「残る１市５町での

協議を継続する」という規約改正案を茂原市、長柄町、長南町、睦沢町は原案通り可決した一方、一宮、白子両町が

否決。白子町議会では「合併の必要性は理解している」としながらも、協議会が多数決による決め方で意見調整の場

になっていないことや、少人数の意見軽視などを理由に否決した。 

 新たに２町の議会否決を受けて２２日に開催予定の第９回合併協議会を急きょ中止。来月初めに正副会長会議を開

き今後の対応策を話し合う。合併協議会ではこれまでに「来年４月１日に新茂原市誕生」を確認したが、２町１村の

離脱によって、１市６町村でスタートした合併協議会は解散する。 

 合併協議会会長の石井常雄茂原市長は「一宮、白子町の離脱は予想外。今後１市３町による合併をめざし、最終的

には段階的に７市町村合併にこぎつけたい」と話している。 

 長生郡市（７市町村）の合併協議は０４年１２月に茂原市が離脱して破たん。今回は首長、議長による準備会協議

などを経て不退転の決意で協議に臨んだが、傍聴する住民からは「合併が一方的に進められている」と、協議会の進

め方に疑問を投げかける声が出ていた。（2007 年 8 月 22 日 毎日新聞） 

長生郡合併協 解散へ 白子町議会も不参加受け 
（前略）協議会では、合併期日を来年秋とする一部町村と 4 月とする茂原市などの意見が対立した。現在 5 期目の石

井（茂原）市長は、来年 5 月が任期で市長選は同年 4 月の見通し。石井市長は会見で、4 月 1 日の合併にこだわった

理由について、合併前に市長選を実施したくなかったことを明らかにした。（2007 年 8 月 22 日 朝日新聞） 

 

 

「みんなで考えよう 一宮の未来！」 
～ 長生郡市合併協議の検証とこれからの一宮町 ～（仮称） 

 場所・日時などが決まり次第、お知らせさせていただきます。多くの皆さ

まのご参加をお待ちしております。 

お問合せ：未来の上総一宮をつくる会  代 表 馬淵 昌也 (42)4211 

副代表 藤乗 一由 (42)6068 

 
近日中に 

開催！ 


